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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月23日(2008.10.23)

【公表番号】特表2008-532925(P2008-532925A)
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【年通号数】公開・登録公報2008-033
【出願番号】特願2007-543471(P2007-543471)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/416    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4709   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4725   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/12    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/416   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4709  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4725  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/55    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）を有する化合物。
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【化１】

　［式中、
　Ａ１は、ＮまたはＣＲ１であり；
　Ａ２は、ＮまたはＣＲ２であり；
　Ａ３は、ＮまたはＣＲ３であり；
　Ａ４は、ＮまたはＣＲ４であり；ただしＡ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４のうちでＮである
ことができるのは１個もしくは２個のみであり；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立に、アルキル、アルケニル、アルキニル、
ハロアルキル、ハロゲン、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、－ＯＲｃ、ハロアルコキシ、
－ＮＲＡＲＢ、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｓ（アルキ
ル）、－Ｓ（Ｏ）アルキル、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃ、－Ｏ－アルキル－Ｒｃおよび－ア
ルキル－Ｒｃからなる群から選択され；
　Ｘは、ＯまたはＮＲ５であり；
　Ｙは、Ｏ、ＮＲ６、Ｓまたは結合であり；
　Ｌは、結合またはＣ１－１０アルキルであり；
　Ｒ５およびＲ６はそれぞれ独立に、水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、－Ｃ
（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から選択され；
　Ｒａは、アルキル、ハロアルキル、－ＮＨ２、－Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｎ（アルキ
ル）２、Ｒｃまたは－アルキル－Ｒｃであり；
　ｍは、０、１、２、３または４であり；
　ｎは、０、１、２、３または４であり；ただし、Ｙが結合である場合、ｍとｎの合計は
１、２、３もしくは４であり、またはＹがＯ、ＮＲ６もしくはＳである場合、ｍとｎの合
計は０、１、２もしくは３であり；
　Ｒ７およびＲ８は各場合で、独立に水素、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロア
リール、シクロアルキル、シクロアルケニルおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から選択
され；前記アリール、ヘテロアリール、シクロアルキルおよびシクロアルケニルはそれぞ
れ独立に、未置換であるかまたは、アルキル、ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシ、ア
ルコキシ、ハロアルコキシ、－ＮＨ２、－Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｎ（アルキル）２、
－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｎ（アルキル）Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）
Ｏアルキル、－Ｎ（アルキル）Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｈ、－Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｃ
（Ｏ）Ｎ（アルキル）２、－Ｓ（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）アルキル、－Ｓ（Ｏ）２アルキ
ル、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）（アルキル）および－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
（アルキル）２からなる群から選択される１、２、３もしくは４個の置換基で置換されて
おり；
　Ｒ９は、水素、アルキル、ハロアルキル、ヒドロキシ、アルコキシまたはハロアルコキ
シであり；
　ＲＡおよびＲＢは独立に、水素、アルキル、ハロアルキル、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒ

ｃからなる群から選択され；
　Ｚは、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素環、ヘテロアリールおよびアリールか
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らなる群から選択される単環式もしくは二環式環であり；各Ｚは独立に、未置換であるか
または、アルキル、ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロアルコキシ
、－ＮＨ２、－Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｎ（アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ
（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）（アルキル
）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（アルキル）２、－Ｓ（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）アルキル、－Ｓ（Ｏ）

２アルキル、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）

２Ｎ（アルキル）２、Ｒｃおよびアルコキシアルキルからなる群から選択される１、２、
３または４個の置換基で置換されており；
　ただし、Ａ１がＣＲ１であり、Ａ２がＣＲ２であり、Ａ３がＣＲ３であり、Ａ４がＣＲ
４であり、Ｙが結合であり、Ｌが結合であり、ＸがＯであり、ｍとｎの合計が２、３また
は４である場合、Ｚはシクロアルキル、シクロアルケニル、複素環およびヘテロアリール
からなる群から選択される二環式環であり；各Ｚは独立に、未置換であるかまたは、アル
キル、ハロアルキル、ハロゲン、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロアルコキシ、－ＮＨ２、
－Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｎ（アルキル）２、－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、
－Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（アルキル）２、－Ｓ（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）アルキル，－Ｓ（Ｏ）２アルキル、
－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（アルキ
ル）２、Ｒｃおよびアルコキシアルキルからなる群から選択される１、２、３または４個
の置換基で置換されており；および
　Ｒｃは各場合で独立に、独立にシクロアルキル、シクロアルケニル、複素環、ヘテロア
リールおよびアリールからなる群から選択される単環式もしくは二環式環であり；各Ｒｃ

は独立に、未置換であるかまたは、アルキル、ハロアルキル、ハロゲン、オキソ、ヒドロ
キシ、アルコキシ、ハロアルコキシ、－ＮＨ２、－Ｎ（Ｈ）（アルキル）、－Ｎ（アルキ
ル）２、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｎ（アルキル）Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｎ（Ｈ）
Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｎ（アルキル）Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）アルキル、－Ｃ
（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）Ｏアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）（アルキル
）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（アルキル）２、－Ｓ（アルキル）、－Ｓ（Ｏ）アルキル、－Ｓ（Ｏ）

２アルキル、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）（アルキル）および－Ｓ（
Ｏ）２Ｎ（アルキル）２からなる群から選択される１、２、３または４個の置換基で置換
されている。］
【請求項２】
　Ｚが、シクロアルケニル、シクロアルキル、複素環およびヘテロアリールからなる群か
ら選択される二環式環である請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｚがヘテロアリールである請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｚが、ベンゾイミダゾリル、インダゾリル、イソキノリニルおよびキノリニルからなる
群から選択されるヘテロアリールである請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｚがインダゾリルであり；
　Ｒ７およびＲ８が各場合で、独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニ
ル、アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル、シクロアルケニルおよび－アルキル－
Ｒｃからなる群から選択され；
　Ａ１がＣＲ１であり；
　Ａ２がＣＲ２であり；
　Ａ３がＣＲ３であり；および
　Ａ４がＣＲ４であり；Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が請求項１に記載の通りである請求
項４に記載の化合物。
【請求項６】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
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くは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
　ｍが０であり；および
　ｎが２である請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－３，４－
ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－
クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－（６－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－１Ｈ－
インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（６－クロロ－７－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ
′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－
イル尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［８－（トリフルオロメチル）－３，４－
ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　４－［（｛［８－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－
イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　４－［（｛［７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－
イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　（－）－Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－
３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　（＋）－Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－
３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　４－（｛［（８－ピペリジン－１－イル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（８－ピペリジン－１－イル－３，４－ジ
ヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（８－モルホリン－４－イル－３，４－ジ
ヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　４－（｛［（８－モルホリン－４－イル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　４－（｛［（８－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）
アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－（８－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－［（｛［８－クロロ－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ク
ロメン－４－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン
酸メチル；
　Ｎ－［８－クロロ－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン
－４－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　（＋）－Ｎ－（８－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル
）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　（－）－Ｎ－（８－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル
）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
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　４－［（｛［８－（トリフルオロメトキシ）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４
－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［８－（トリフルオロメトキシ）－３，４
－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　４－［（｛［８－フルオロ－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－
クロメン－４－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボ
ン酸メチル；
　Ｎ－［８－フルオロ－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメ
ン－４－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－（｛［（８－シクロヘキシル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）ア
ミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－（８－シクロヘキシル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－
１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－［（｛［７－（トリフルオロメトキシ）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４
－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメトキシ）－３，４
－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　Ｎ－（６－フルオロ－２－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－
Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（７－メトキシ－２－フェニル－３，４－
ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（７－メトキシ－２，２－ジメチル－３，
４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（７－メトキシ－２，２，８－トリメチル
－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（２，２，８－トリメチル－３，４－ジヒ
ドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（７－メトキシ－２，２－ジメチル－８－
プロピル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－（２，２－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－１
Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（７－フルオロ－２，２－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（７－フルオロ－２，２－ジエチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（７，８－ジフルオロ－２，２－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－
４－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－［７－（３，３－ジメチルブチル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－２，２－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン
－４－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（２，２－ジエチル－７－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）－Ｎ′－（１－メチル－１Ｈ－インダゾール－４－イル）尿素；
　Ｎ－（７，８－ジフルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－
１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（７－フルオロ－２，２－ジプロピル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－
イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（２，２－ジブチル－７－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－７－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４
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－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（１－エチル－１Ｈ－インダゾール－４－イル）－Ｎ′－（７－フルオロ－２，２
－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－７－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４
－イル）－Ｎ′－（１－メチル－１Ｈ－インダゾール－４－イル）尿素；
　Ｎ－（２－エチル－２Ｈ－インダゾール－４－イル）－Ｎ′－（７－フルオロ－２，２
－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；および
　Ｎ－（７－フルオロ－２，２－ジメチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イ
ル）－Ｎ′－［１－（２－メトキシエチル）－１Ｈ－インダゾール－４－イル］尿素
　からなる群から選択される請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｒ５が独立に、請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアルキル、
－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から選択さ
れ；
　Ｙが結合であり；
　ｍが０であり；および
　ｎが３である請求項５に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｎ－（１－ベンジル－２，３，４，５－テトラヒドロ－１Ｈ－１－ベンゾアゼピン－５
－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素である請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　インダゾリルが独立に、未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３も
しくは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｙが結合であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に、請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロア
ルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群か
ら選択され；
　ｍが０であり；および
　ｎが２である請求項５に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｎ－（１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イル）－Ｎ′－１
Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（１－メチル－１，２，３，４－テトラヒ
ドロキノリン－４－イル）尿素；
　４－（｛［（１－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イル）アミノ
］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－（１－ベンジル－６－ｔｅｒｔ－ブチル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン
－４－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（１－ベンジル－６－メトキシ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－［１－（シクロヘキシルメチル）－６－メトキシ－１，２，３，４－テトラヒドロ
キノリン－４－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－（１－ベンジル－６－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
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　Ｎ－［８－クロロ－１－（３－メチルブチル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリ
ン－４－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［１－メチル－７－（トリフルオロメチル
）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イル］尿素；
　Ｎ－［７－（３，３－ジメチルブチル）－１－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロ
キノリン－４－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；および
　Ｎ－（７－フルオロ－１－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－４－イル
）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素
　からなる群から選択される請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｙが結合であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に、請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロア
ルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群か
ら選択され；
　ｍが１であり；および
　ｎが１である請求項５に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｎ－（１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル）－Ｎ′－１
Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－｛［（｛１－［３－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１，２，３，４－テトラ
ヒドロキノリン－３－イル｝アミノ）カルボニル］アミノ｝－１Ｈ－インダゾール－１－
カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－｛１－［３－（トリフルオロメチル）ベン
ジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル｝尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［１－（３－フェニルプロピル）－７－（
トリフルオロメチル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル］尿素；
　４－［（｛［１－（３－フェニルプロピル）－７－（トリフルオロメチル）－１，２，
３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－イン
ダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－（１－ベンジル－７－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イ
ル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－（｛［（１－ベンジル－７－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－
３－イル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル
；
　４－（｛［（１－ベンジル－７－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－
３－イル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル
；
　Ｎ－［１－ベンジル－７－（トリフルオロメトキシ）－１，２，３，４－テトラヒドロ
キノリン－３－イル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－（｛［（１－ベンジル－６－ｔｅｒｔ－ブチル－１，２，３，４－テトラヒドロキ
ノリン－３－イル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン
酸メチル；
　Ｎ－（１－ベンジル－６－ｔｅｒｔ－ブチル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン
－３－イル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－［（｛［１－（３－フェニルプロピル）－７－（トリフルオロメトキシ）－１，２
，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－イ
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ンダゾール－１－カルボン酸メチル；および
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［１－（３－フェニルプロピル）－７－（
トリフルオロメトキシ）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－３－イル］尿素
　からなる群から選択される請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
　ｍが１であり；および
　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項１５】
　化合物がＮ－（２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－２－イルメチル）－Ｎ′－１Ｈ
－インダゾール－４－イル尿素である請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
　ｍが２であり；および
　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項１７】
　化合物が、
　Ｎ－（３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－２－イルメチル）－Ｎ′－１Ｈ－インダゾ
ール－４－イル尿素；および
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ
－クロメン－２－イル）メチル］尿素
　からなる群から選択される請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアル
キル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から
選択され；
　Ｙが結合であり；
　ｍが１であり；および
　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｎ－［（１－ベンジル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドール－２－イル）メチル］－
Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素である請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアル
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キル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から
選択され；
　ＹがＯであり；
　ｍが０であり；および
　ｎが１である請求項５に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｎ－［（４－ベンジル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン－２－イ
ル）メチル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素である請求項２０に記載の化合
物。
【請求項２２】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＯであり；
　ＹがＮＲ６であり；
　Ｒ６がそれぞれ独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアル
キル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から
選択され；
　ｍが１であり；および
　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｎ－（３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン－２－イルメチル）－Ｎ′
－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素である請求項２２に記載の化合物。
【請求項２４】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアル
キル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から
選択され；
　Ｙが結合であり；
　ｍが２であり；および
　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項２５】
　化合物が、
　Ｎ－［（１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル）メチル］
－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－｛［（｛［１－（２－フェニルエチル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン
－２－イル］メチル｝アミノ）カルボニル］アミノ｝－１Ｈ－インダゾール－１－カルボ
ン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－｛［１－（２－フェニルエチル）－１，２
，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル］メチル｝尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－｛［１－（３－フェニルプロピル）－１，
２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル］メチル｝尿素；
　４－｛［（｛［１－（３－フェニルプロピル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリ
ン－２－イル］メチル｝アミノ）カルボニル］アミノ｝－１Ｈ－インダゾール－１－カル
ボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［（トリフルオロメチル）スルホ
ニル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
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　４－（｛［（｛１－［（トリフルオロメチル）スルホニル］－１，２，３，４－テトラ
ヒドロキノリン－２－イル｝メチル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾー
ル－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－｛［１－（シクロヘキシルメチル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２
－イル］メチル｝－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　４－｛［（｛［１－（シクロヘキシルメチル）－１，２，３，４－テトラヒドロキノリ
ン－２－イル］メチル｝アミノ）カルボニル］アミノ｝－１Ｈ－インダゾール－１－カル
ボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－［（１－プロピル－１，２，３，４－テト
ラヒドロキノリン－２－イル）メチル］尿素；
　４－［（｛［（１－プロピル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル）メ
チル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－｛［１－（ピリジン－２－イルメチル）－
１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル］メチル｝尿素；
　４－（｛［（｛１－［２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１，２，３，４－テト
ラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾ
ール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［２－（トリフルオロメチル）ベ
ンジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）ベ
ンジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
　４－（｛［（｛１－［３－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１，２，３，４－テト
ラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾ
ール－１－カルボン酸メチル；
　Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［４－（トリフルオロメチル）ベ
ンジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
　４－（｛［（｛１－［４－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１，２，３，４－テト
ラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－１Ｈ－インダゾ
ール－１－カルボン酸メチル；
　（－）－Ｎ－［（１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル）
メチル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　（＋）－Ｎ－［（－１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル
）メチル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素；
　（－）－Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［３－（トリフルオロメ
チル）ベンジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
　（＋）－Ｎ－１Ｈ－インダゾール－４－イル－Ｎ′－（｛１－［３－（トリフルオロメ
チル）ベンジル］－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル｝メチル）尿素；
　４－［（｛［（１－ベンジル－６－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン
－２－イル）メチル］アミノ｝カルボニル）アミノ］－１Ｈ－インダゾール－１－カルボ
ン酸メチル；および
　Ｎ－［（１－ベンジル－６－フルオロ－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－
イル）メチル］－Ｎ′－１Ｈ－インダゾール－４－イル尿素
　からなる群から選択される請求項２４に記載の化合物。
【請求項２６】
　インダゾリルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もし
くは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＯであり；
　ＹがＯであり；
　ｍが１であり；および
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　ｎが０である請求項５に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｎ－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－２－イルメチル）－Ｎ′－１Ｈ
－インダゾール－４－イル尿素である請求項２６に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｚがイソキノリニルであり；
　Ｒ７およびＲ８が各場合で、独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニ
ル、アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル、シクロアルケニルおよび－アルキル－
Ｒｃからなる群から選択され；
　Ａ１がＣＲ１であり；
　Ａ２がＣＲ２であり；
　Ａ３がＣＲ３であり；および
　Ａ４がＣＲ４であり；Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が請求項１に記載の通りである請求
項４に記載の化合物。
【請求項２９】
　イソキノリニルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３も
しくは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
　ｍが０であり；および
　ｎが２である請求項２８に記載の化合物。
【請求項３０】
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒド
ロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメ
ン－４－イル）尿素；
　Ｎ－（６－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－イソキ
ノリン－５－イル尿素；
　Ｎ－（６－クロロ－７－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ
′－イソキノリン－５－イル尿素；
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－（３－メチルイソキノリン－５－イル）尿素；
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－（３－メチルイソキノリン－５－イル）尿素；
　Ｎ－（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－（３－メ
チルイソキノリン－５－イル）尿素；
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－（８－ピペリジン－１－イル－３，４－ジヒドロ
－２Ｈ－クロメン－４－イル）尿素；
　（＋）－Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－３，４
－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；および
　（－）－Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－３，４
－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素
　からなる群から選択される請求項２９に記載の化合物。
【請求項３１】
　イソキノリニルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３も
しくは４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
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　ｍが１であり；および
　ｎが１である請求項２８に記載の化合物。
【請求項３２】
　Ｎ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－３－イル－Ｎ′－イソキノリン－５－イル尿
素である請求項３１に記載の化合物。
【請求項３３】
　Ｚがキノリニルであり；
　Ｒ７およびＲ８が各場合で、独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニ
ル、アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル、シクロアルケニルおよび－アルキル－
Ｒｃからなる群から選択され；
　Ａ１がＣＲ１であり；
　Ａ２がＣＲ２であり；
　Ａ３がＣＲ３であり；および
　Ａ４がＣＲ４であり；Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が請求項１に記載の通りである請求
項４に記載の化合物。
【請求項３４】
　キノリニルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３もしく
は４個の置換基で置換されており；
　Ｌが結合であり；
　ＸがＯであり；
　Ｙが結合であり；
　ｍが０であり；
　ｎが２である請求項３３に記載の化合物。
【請求項３５】
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－キノリン－５－イル尿素；
　Ｎ－（７－ｔｅｒｔ－ブチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′
－キノリン－８－イル尿素；
　Ｎ－キノリン－５－イル－Ｎ′－［７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－
２Ｈ－クロメン－４－イル］尿素；
　Ｎ－（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－キノリン
－５－イル尿素；
　Ｎ－（６－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－キノリ
ン－５－イル尿素；
　Ｎ－（６－クロロ－７－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ
′－キノリン－５－イル尿素；
　Ｎ－（６－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－キノリン
－８－イル尿素；および
　Ｎ－（６－フルオロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－クロメン－４－イル）－Ｎ′－キノリ
ン－８－イル尿素
　からなる群から選択される請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
　イソキノリニルが独立に未置換であるかまたは、請求項１に記載のように１、２、３も
しくは４個の置換基で置換されており；
　ＬがＣ１－１０アルキルであり；
　ＸがＮＲ５であり；
　Ｒ５がそれぞれ独立に請求項１に記載のように水素、アルキル、アルケニル、ハロアル
キル、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、Ｒｃおよび－アルキル－Ｒｃからなる群から
選択され；
　Ｙが結合であり；
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　ｍが２であり；
　ｎが０である請求項２８に記載の化合物。
【請求項３７】
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－｛［１－（２－フェニルエチル）－１，２，３，
４－テトラヒドロキノリン－２－イル］メチル｝尿素；
　Ｎ－［（１－ベンジル－１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－イル）メチル］
－Ｎ′－イソキノリン－５－イル尿素；
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－｛［１－（３－フェニルプロピル）－１，２，３
，４－テトラヒドロキノリン－２－イル］メチル｝尿素；および
　Ｎ－イソキノリン－５－イル－Ｎ′－（１，２，３，４－テトラヒドロキノリン－２－
イルメチル）尿素
　からなる群から選択される請求項３６に記載の化合物。
【請求項３８】
　治療上有効量の請求項１で定義の式（Ｉ）の化合物または該化合物の製薬上許容される
塩を含む医薬組成物。
【請求項３９】
　宿主哺乳動物でバニロイド受容体サブタイプ１（ＶＲ１）受容体を阻害することで障害
が改善される障害を治療するための請求項３８に記載の医薬組成物であって、前記障害が
疼痛および泌尿器障害からなる群から選択される、前記医薬組成物。
【請求項４０】
　障害が、急性疼痛、慢性疼痛、炎症性疼痛、骨関節炎性疼痛、癌性疼痛、腰痛、膀胱過
敏および尿失禁からなる群から選択される請求項３９に記載の医薬組成物。
【請求項４１】
　障害が膀胱過敏である請求項３９に記載の医薬組成物。
【請求項４２】
　障害が尿失禁である請求項３９に記載の医薬組成物。
【請求項４３】
　障害が骨関節炎性疼痛である請求項３９に記載の医薬組成物。
【請求項４４】
　障害が炎症性疼痛である請求項３９に記載の医薬組成物。
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